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オートエクゼ”LEDデイタイムランプ”

1208-1

 CX-5 (KE系) 　【KE-04 フロントバンパー＆グリル (部品番号：MKE2E00) 装着車】

作業を行う前に必ず手順に従ってバッテリーのマイナスケーブルを切離してください。

コネクタをり扱う時、 切離し ・ 接続などはコネクタ本体を持ち、 確実に行ってください。

無理な力でハーネスに負荷をかけないでください。

部品を取扱う時は、 必ずマット等を使用し、 紛失することのないよう注意して作業を行ってください。

作業内容に順ずる作業を行い、 それに伴った寸法の工具を使用して確実に作業を行ってください。

取外した部品等は、 キズを付けないよう保護シートを準備し、 シートの上に置いてください。
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ー車両部品の取り外しー
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バッテリーマイナスケーブルの切離し

（１） パーキングブレーキを引き、 セレクターレバーをPレ

ンジに入れてください。

（３） バッテリーマイナスケーブルを切離し、 テープ等を

バッテリーのマイナス端子に巻いて絶縁してください。

（２）電流センターのコネクターを取外します。 [ 図１]

　　[i-stop 車 ]

　　バッテリーとの接続を断つことで、 i-stop機能は作動しませんのでご注意ください。

i-stopシステム機能を作動可能な状態にするために、 次の作業を行う必要があります。

　　１． 必ずエンジンスイッチをＯＦＦにしてから、バッテリーのマイナス端子 ・ 電流センサーのコネクタをはずしてください。
　　２． バッテリのマイナス端子を装着後は、必ず 10 秒以上経ってから操作を行ってください。

　　３． 電流センサーのコネクタを接続してから、エンジンスイッチをＯＮにし、 必ず 15 秒以上 （1分以内） 待ってください。

　　４． i-stopランプが橙点灯から点滅 （緑または橙） に変わるまで （約10秒間）、 i-stopＯＦＦスイッチを押し続けてください。

　　５． i-stopランプが点滅 （緑または橙） に変わってから、エンジンスイッチをＯＦＦにしてください。

　　６． ボンネットを閉じてください。

　　７． エンジンスイッチをＯＮにしてから、5 秒以内に i-stop のＯＦＦスイッチを 3 秒間長押ししてください。

　　８． エンジンを始動させてください。

　　９． i-stop のＯＦＦスイッチを押して、 i-stop 表示灯 ( 緑色） が点灯することを確認してください。

　　　　（i-stop表示灯（緑色）が点灯しない場合は、手順７からもう一度操作をおこなってください。）

　１０． i-stop表示灯（緑色）が消灯するまでエンジンをアイドリングします。

　１１． 必ずエンジンスイッチをＯＦＦにしてから、 再度エンジンを始動させてください

　　　　

　 [ 全　　車 ]

　　バッテリーとの接続が断たれると、 パワーウインドウが自動で全開全閉できなくなります。

　　次の操作で復旧させてください。

　　１． エンジンスイッチをＯＮの位置にします。

　　２． ウインドウスイッチを押して窓ガラスを全開に開きます。

　　３． ウインドウスイッチを引き上げて窓ガラスを全閉にし、そのまま役２秒間引き上げ続けます。

　　４． パワーウインドウが自動で全開全閉できるかを確認します。

　　　　

車両は平坦な場所に止め、パーキングブレーキをしっかり
引き、輪止めをセットしてから作業を行ってください。
作業中に動き出し、ケガの原因となります。

警告

作業中のショート事故による部品損傷や感電、ケガの原

因となるため、バッテリーのマイナスケーブルを切離し、
端子が触れないよう、十分注意してください。

警告

バンパーの取り外しは、車両サービスマニュアルを参照し
部品の破損に注意してください。

警告

[ 図１]

バッテリーマイナスケーブルの切離し／接続



ー配線取り回しイメージ図ー

－エンジンルーム配線の取廻し－
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（１） 配線取廻しイメージ図を参考に、③電源ハ

ーネス のプラス端子 ( 赤線クワガタ端子）を、車

両側のハーネスに沿うように取廻し、図２を参考

に、 バッテリーのプラスに接続してから⑥タイラップ

で仮留めします。

（２）図３-１，図３-２を参考に、電源ハーネスの

アース端子 (黒線クワガタ端子）を助手席側タ

イヤハウス横のアースポイントへ接続してください。

図３-２を参考に、⑥タイラップを使いハーネスを

仮留めしてください。

（３） ③ 電源ハーネスの3 極コネクタを④ユニッ

トハーネス の 3 極コネクタに接続します。図３-２

を参考に、接続した側のハーネスが上になるよう

にユニットボックスに配置します。

（４） 図３-２を参考に、接続したハーネスのうち、

IG線 ( 緑色 ・切りっぱなし） のみを折り返した

状態で、図３-２を参考にユニットボックスの片側

のみをタイラップで仮留めしてください。　

[ 図２]

[ 図３－２]

[ 図３－１]

ユニットボックス
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（５） 図４を参考に、 ③ 電源ハーネスの IG 線

を助手席側ヘッドライト下の灰色コネクタの付近

まで取り回し、 IG 線をタイラップにて仮留めして

ください。

（６） 図４-１を参考に⑦エレクトロタップを使用

して、灰色コネクタ内にある黒 /青ハーネス に、

③電源ハーネスの IG線（緑）を接続します。

（７） ⑦エレクトロタップを絶縁処理し、⑥タイラップ

で固定します。

（８） ⑤接続ハーネス の 4 極コネクタを④ユニット

ハーネスの 4 極コネクタへ接続します。

（９）接続ハーネスの逆端は二股に分かれ、それぞ

れ長さが違い、先端に 2 極のコネクタがついていま

す。

(10） 接続ハーネスの短い方を助手席側の前方

へ取り回し、 図５を参照に先端の2極コネクタ×2

を車両前方まで取廻しておきます。

図５-１を参照に⑥タイラップを使用してハーネス

を仮留めします。

(11) 接続ハーネスの長い方を、 純正ハーネスに

沿わせながら運転席側へ取り回し、 図５を参照

に、 先端 2極コネクタ ×2 を車両前方まで取廻

しておきます。 図５-２を参照に⑥タイラップを使用

してハーネスを仮留めしてください。

(12) これまでの作業で仮留めしたタイラップすべて

しっかりと留めてください。

接続する配線を間違えないようにしてください。また、エレクトロ
タップが、完全に閉まっていることを確認してください。不完全な
状態で使用すると不良の原因になります。

注意

必ず通電チェックを行ってください。

注意

ユニットボックス

[ 図４－１]

黒 /青 緑

[ 図４]

[ 図５]

[ 図５－２]

[ 図５－１]

[ 図４－２]

エレクトロタップの使用方法

黒 /青

緑
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（１２） ①②デイタイムランプをフロントバンパー

に挿入し、⑧フランジボルト、⑨ワッシャーを

を使用して固定します。

（１３） デイタイムランプの2極コネクタ×2を

⑤接続ハーネスの2極コネクタと接続します。

⑤接続ハーネスにたるみがある場合、 図

５-１を参考に⑥タイラップで束ねてください。

（１４） バンパー取付けの直前でフォグランプ
のコネクタを再接続します。

（１５） 接続ハーネスとフォグランプのハーネス
を、 まとめてタイラップで束ねてください。

（１６） バンパーを車両に復元し、 P2バッテリ
ーマイナスケーブルの切離し／接続を参照し、
マイナスターミナルを再接続してください。

（１７） デイタイムランプが正常に作動している
ことを確認し作業完了です。 　

バンパーの復元は、バンパー＆グリルに付属の説明書
を参照し部品の破損に注意してください。
また、車両配線・製品ハーネスのかみ込みに注意して
ください。

警告

マイナスケーブルの接続手順を誤ると、車両がバッテリー
の状態を把握できなくなり、ｉ－ｓｔｏｐしなくなる恐れがあ
ります。必ず手順に従ってマイナスケーブルを接続してく
ださい。

警告

[ 図６－１(LED デイタイムランプ①]

⑧

⑨

取付け断面図

バンパー

バンパー

デイタイムランプ フランジボルト

ワッシャー
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